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2018 MATRIXトレーニングサイクル
本体フレーム各部調整
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2018年に、CXシリーズマトリックストレーニングサイクルの販売が開始されました。 
2020年に、CXP（FC24）サイクルの販売が始まりました
新しいジェネレータ―、LCB、およびバッテリーの外部充電器を含むいくつかの改善を経て、このモデルは
CXP 02（FC28）に更新されました。

このドキュメントでは、ハンドルバー、シート、ブレーキシステムを調整する方法を説明します。
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6mm Allen key
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水平調整レバー/ハンドルバー

ハンドルバーのスライドが緩んだ際の固定レバー調整方法。

1.
ハンドルバースライドの下にある黒いカバーを取り外します（CXCはカバーなし）。
2.
ハンドルバーのスライドを数字の目盛りで4¾の位置に調整します。
3.
6mmアレンキーを使用して、スライドレール下側からボルトを時計回りに1/4回転ずつ回します。
4.
水平スライド調整の状態をテストします。
5.
必要に応じて2~4の手順を繰り返します。
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水平調整レバー/ハンドルバー

調整後もハンドルバーのスライドが緩い場合、ボルトと止めネジを確認してください。
1.
フレームからハンドルバーを取り外します（右図 F、E、D）。
2.
黒いカバーの4本の固定ネジを外します（裏側から）。 黄色のレバーはハンドルに付く位置にして取り外します。
3.
ボルトにネジ山の損傷がないか確認し、止めネジが正しく固定されていることを確認します。
4.
ボルトが破損している場合は、新しいボルトとスラッグに交換が必要です。
損傷がない場合は、組み立て直して各取付ボルトを締めて完了。
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　　　　　　　　　注意‼ 
どのパーツにもロックタイトを使用しないこと
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水平調整レバー/サドル

サドル部のスライドが緩い場合の調整手順。
1.
スライドの下のボルトを外します。
2.
ポストエンドキャップ（3mm）を取り外します
3.
8mmレンチを使用して、ナットを時計回りに1/4回転ずつ回します。
4.
スライド部を組み立ててスライド状態やロック機能のテストを行い、必要に応じて1~4の手順を繰り返します。
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スライド機構部の推奨潤滑剤
【Super Lube PTFE配合グリース】
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垂直方向スライド調整レバー/サドルポスト
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シート垂直調整レバーは主に3つの
コンポーネントで構成されています。
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ハンドル
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アジャストバー
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締め付け止め金
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垂直方向スライド調整レバー/サドルポスト

nagawa
テキストボックス
レバー取り外し手順
1.
ハンドルとシートポストに輪ゴムを巻き付けます。
2.
ハンドルから4mmボルトを取り外します。
3.
フレームから留め金を取り外します。
4.
ピンを外さずに、輪ゴムを慎重に取り外し、フレームから調整バーを取り外します。
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注意‼ピンを抜かない
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重要：
ハンドル下部の2つのアークワッシャーについて。 
レバーを正しく機能させるために、これらの凹面と凹面を向かい合わせに重ねる必要があります。
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垂直方向スライド調整レバー/ハンドルバー/サドルポスト
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サドルまたはハンドルバーポストがフレーム内で緩んでいる場合：
1.
レバー根元の六角穴付きボルトを時計回りに1/2転回締めます（長軸の5mmボールエンド六角レンチが必要）
2.
ロック機構のテスト行い、必要に応じて締め付け作業を繰り返します。
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シート/ハンドルバーポスト
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シートまたはハンドルバーのポストまたはポストスリーブの破損
　1.
　すべてのシュラウド（カバー）を取り外します。
　2.
　フレームの両側から2本のプラスネジを外します。
　3.
　調整ハンドルを持ち上げて、ポストを外して取り外します。
　4.
　Super Lubeなどの非エアゾール（スプレー式ではない）テフロン配合潤滑剤を使用してポストを潤滑します。
　5.
　新しいポスト/スリーブを取り付けた後、手順を逆にして再組み立てします。
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非エアゾールタイプの
PTFE配合潤滑剤
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負荷ブレーキ/ブレーキレバー
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ブレーキセットは経年変化で緩む可能性があり、抵抗レバーに遊びが生じる為、正しい負荷が得られなくなります。
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必要な部品/ツール
・平ワッシャーID.312 "xOD.500" xT.027-.048：1個
　（JHTNAパーツナンバー：ZMS4008775）
・M5六角レンチ：2本（ボルトが共回する可能性があるため）
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手順
1.
右の写真のように、赤いブレーキレバーを完全に上げ、ブレーキセットから
レバーの軸（a）とボルトを取り外します。
2.
ウェーブワッシャー（b）を軸（a）に通して、平ワッシャー（c）を追加します。
（ウェーブワッシャーがボルト側に付いている場合は、それを車軸（a）側に移動します。）
3.3。
ブレーキセットを組み立て直し、ブレーキレバーが手動でしか動かせなくなる
程度までボルトを締めます。
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Step 4: Insert 2 - 4mm rods like
Step 2 picture shows going through
the board
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ECBブレーキセット
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サービスシュラウド（メンテナンス用 サイドカバー）を取り外します
1.
ブレーキハンドルをレベル1（最低負荷）に調整します。
2.
4mmロッド（JHTNA：部品番号ZMS4003918）を磁石の近くの穴に挿入し、フライホイールを手で動かした時、ロッドがフライホイール外周に触れる程度の位置に調整します
3.
ロッドがフライホイールに触れていない、または強く当たり過ぎている場合は、ケーブル
（A）の長さを調整してECBマグネットの位置を調整します。
4.
エンコーダー/ホールセンサーの適切な配置を調整するために、2本のロッドを基板の穴に挿入します。
それらはまた基板の穴と磁石ケーシングの穴の両方を通らなければなりません。
基板をフレームに固定しているブラケットを調整します。
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ケーブル調整部（A）
（手順３）
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マグネット穴にロッドを挿入（手順1~2）
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　ECBブレーキ調整用ロッド（φ4）アルミニウム製
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移動とレベリング
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移動
バックスタビライザーのハンドルを持ち、フロントスタビライザーのホイールを接地させて本体を動かします。
本体をを持ち上げる際にコンソールをつかまないでください。
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レベリング
移動後は、本体を水平に接地する必要があります。
（本体のがたつきや本体フレームへの片寄った負荷は故障の原因となります。）
がたつきが無くなり、前後左右4点のレベラーの足に均等に重量がかかるよう、マシンが水平になるまでレベラーを回して調整します。
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←高くなる　　低くなる→
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←高くなる　　低くなる→




